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今
年
の
三
月
十
一
日
夜
、
水
戸
駅
南
口
広
場
で

は
、「
３
・
11　

い
の
ち
を
想
う
誓
い
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
に
多
く
の
人
び
と
が
集
ま
り
ま
し
た
。

私
も
子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。「
原
発
の

な
い
社
会
を
未
来
に
手
渡
し
た
い
」、「
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
守
り
た
い
」
と
、
こ
の
三
年
間
の
活
動
に

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
茨
城
県
も
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
県
内
の
死
者
は
二
十
四
人
、
行
方
不
明
者

一
人
、
災
害
関
連
死
は
四
十
一
人
で
す
。
と
く
に
住

宅
被
害
が
ひ
ろ
が
り
、
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
合

わ
せ
て
二
十
一
万
二
千
棟
を
超
え
、
庁
舎
や
学
校
な

ど
公
共
建
物
は
千
七
百
施
設
が
損
壊
し
ま
し
た
。
震

度
６
弱
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
水
戸
市
も
、
市
役
所

が
被
災
し
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
の

建
て
替
え
完
成
を
め
ざ
し
、
現
在
は
分
散
し
た
プ
レ

ハ
ブ
庁
舎
で
業
務
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

地
震
と
津
波
で
危
機
一
髪
だ
っ
た
東
海
第
二
原
発

　

東
海
第
二
原
発
も
、
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
に
面
す
る
東
海
村
に
あ
っ
て
運
転
中
だ
っ
た

原
発
は
、
震
度
６
弱
の
地
震
の
揺
れ
で
自
動
停
止
。

そ
の
後
、
五
・
四
㍍
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
幸
い
に

も
震
災
二
日
前
に
か
さ
上
げ
工
事
が
終
了
し
て
い
た

六
・
一
㍍
の
防
護
壁
に
よ
っ
て
全
面
浸
水
は
ま
ぬ
が

れ
た
も
の
の
、
外
部
電
源
は
喪
失
、
非
常
用
発
電
機

三
台
の
う
ち
一
台
が
動
か
ず
、
残
り
二
台
を
使
い
な

が
ら
、
百
七
十
回
に
お
よ
ぶ
ベ
ン
ト
操
作
（
注
）
の

末
に
原
子
炉
は
冷
温
停
止
状
態
に
な
っ
た
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
原
発
運
営
者
の
日
本
原
子
力
発
電
株
式

会
社
（
以
下
、
日
本
原
電
）
は
、「
福
島
第
一
と
同

様
の
事
態
に
な
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」
と

の
べ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
間
一
髪
で
危
険
を
逃
れ
、

そ
の
後
、
原
子
炉
は
停
止
し
た
ま
ま
で
す
。

　

三
年
経
っ
て
も
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

の
放
射
能
の
影
響
で
、
茨
城
県
は
ス
ズ
キ
や
マ
ダ

ラ
、
ギ
ン
ブ
ナ
な
ど
水
産
物
は
二
十
二
品
目
の
出
荷

制
限
が
継
続
し
て
お
り
、
水
戸
市
で
も
原
木
シ
イ
タ

ケ
と
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
制
限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
福
島
原
発
の
過
酷
事
故
を
隣
県
と
し
て
経
験

し
、
い
ま
な
お
放
射
能
汚
染
の
被
害
を
受
け
て
い
る

の
が
茨
城
県
民
で
す
。

　
（
注
）
こ
の
操
作
は
、
圧
力
が
高
ま
っ
た
原
子
炉

か
ら
Ｓ
Ｒ
弁
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
を
操
作

し
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
（
圧
力
抑
制
室
）
に
水
蒸

気
の
圧
力
を
逃
が
し
た
も
の
で
あ
り
、
福
島
第
一
原

発
で
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
な
排
気
塔
を
つ
う
じ
た
外

部
へ
の
放
射
能
放
出
（
格
納
容
器
ベ
ン
ト
）
は
お
こ

な
っ
て
い
な
い
、
と
日
本
原
電
は
説
明
し
て
い
る
。

廃
炉
し
か
な
い
東
海
第
二
、原
発
発
祥
の

地・茨
城
か
ら
原
発
ゼ
ロ
を
（
茨
城
県
）

②⑥

党
茨
城・水
戸
市
議（
県
議
候
補
）
　江
尻
加
那

　

茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究
所
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

　

東
海
村
と
隣
接
の
日
立
市
、
那
珂
市
、
ひ
た
ち
な

か
市
の
四
市
村
住
民
を
対
象
と
し
て
、
大
震
災
直
後

の
一
一
年
六
～
七
月
に
「
地
域
社
会
と
原
子
力
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
東
海
第
二
原
発
の
今
後
に
つ
い
て
、「
耐
震
防

潮
を
徹
底
す
る
ま
で
再
稼
働
す
る
べ
き
で
な
い
」
と

い
う
意
見
が
四
〇
％
、「
運
転
停
止
し
た
ま
ま
廃
炉

に
」
が
三
二
％
、「
再
稼
働
は
凍
結
し
白
紙
議
論
す

べ
き
」
が
一
三
％
で
、
再
稼
働
に
慎
重
・
否
定
的
意

見
が
八
五
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

東
海
村
で
も
八
〇
％
が
再
稼
働
に
否
定
的

　

ま
た
、
東
海
村
の
有
権
者
の
み
千
五
百
人
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
一
一
年
十
二
月
実
施
）
で

も
、
同
様
の
設
問
に
八
〇
％
の
村
民
が
再
稼
働
に
慎

重
・
否
定
的
回
答
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
ま

と
め
で
は
、「
日
本
に
お
け
る
原
子
力
発
祥
の
地
と

い
う
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
誇
り
と
し
て
感
じ

る
人
が
多
か
っ
た
地
域
で
、
今
後
の
東
海
村
の
役
割

と
し
て
脱
原
子
力
の
方
向
で
の
研
究
で
パ
イ
オ
ニ
ア

的
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
強
く
出
て
き

　

東
海
第
二
原
発
の
特
徴
を
五
つ
上
げ
ま
す
。

　

①
日
本
一
の
人
口
密
集
地
に
あ
る
、
②
首
都
東
京

に
一
番
近
い
、
③
老
朽
原
発
、
④
運
営
者
は
国
策
で

つ
く
ら
れ
た
日
本
原
電
、
⑤
原
発
発
祥
の
地
・
茨
城

県
に
現
在
あ
る
唯
一
つ
の
原
発
、
で
す
。

　

第
一
に
、
原
発
か
ら
三
十
㌔
㍍
圏
内
の
人
口
は
九

十
八
万
人
で
全
国
一
多
く
、
同
圏
内
十
四
自
治
体
に

は
、
県
庁
所
在
地
・
水
戸
市
（
二
十
七
万
人
）
も
入

り
ま
す
。
他
の
原
発
で
県
庁
所
在
地
が
含
ま
れ
る
の

は
、
中
国
電
力
島
根
原
発
の
島
根
県
松
江
市
だ
け
で

す
。

　

第
二
に
、
東
海
第
二
原
発
か
ら
国
会
議
事
堂
・
霞

ヶ
関
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
百
十
七
㌔
㍍
、
東
京
都
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原
子
力
依
存
に
大
き
な
変
化
、
県
民

意
思
は
「
廃
炉
」
に
向
か
う

　

茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究
所
が
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

　

東
海
村
と
隣
接
の
日
立
市
、
那
珂
市
、
ひ
た
ち
な

か
市
の
四
市
村
住
民
を
対
象
と
し
て
、
大
震
災
直
後

の
一
一
年
六
～
七
月
に
「
地
域
社
会
と
原
子
力
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
東
海
第
二
原
発
の
今
後
に
つ
い
て
、「
耐
震
防

潮
を
徹
底
す
る
ま
で
再
稼
働
す
る
べ
き
で
な
い
」
と

い
う
意
見
が
四
〇
％
、「
運
転
停
止
し
た
ま
ま
廃
炉

に
」
が
三
二
％
、「
再
稼
働
は
凍
結
し
白
紙
議
論
す

べ
き
」
が
一
三
％
で
、
再
稼
働
に
慎
重
・
否
定
的
意

見
が
八
五
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

東
海
村
で
も
八
〇
％
が
再
稼
働
に
否
定
的

　

ま
た
、
東
海
村
の
有
権
者
の
み
千
五
百
人
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
一
一
年
十
二
月
実
施
）
で

も
、
同
様
の
設
問
に
八
〇
％
の
村
民
が
再
稼
働
に
慎

重
・
否
定
的
回
答
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
ま

と
め
で
は
、「
日
本
に
お
け
る
原
子
力
発
祥
の
地
と

い
う
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
誇
り
と
し
て
感
じ

る
人
が
多
か
っ
た
地
域
で
、
今
後
の
東
海
村
の
役
割

と
し
て
脱
原
子
力
の
方
向
で
の
研
究
で
パ
イ
オ
ニ
ア

的
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
強
く
出
て
き

庁
ま
で
は
約
百
二
十
㌔
㍍
で
す
。
過
酷
事
故
が
起
き

れ
ば
首
都
機
能
は
ま
ひ
し
、
日
本
全
体
が
混
乱
に
陥

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

第
三
に
、
東
海
第
二
原
発
は
、
日
本
初
の
百
万
㌔

㍗
級
の
沸
騰
水
型
軽
水
炉
（
百
十
万
㌔
㍗
）
と
し
て

一
九
七
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
運
転
開
始
さ
れ
て

か
ら
三
十
六
年
目
を
迎
え
る
老
朽
原
発
で
す
。

　

第
四
に
、
運
営
者
の
日
本
原
電
は
、
一
九
五
七
年

に
国
と
電
力
各
社
が
、
国
策
の
原
発
を
運
転
さ
せ
る

た
め
だ
け
に
つ
く
っ
た
会
社
で
す
。
東
海
村
に
は
、

日
本
原
電
を
含
め
、
原
子
力
関
係
の
研
究
所
や
企
業

が
十
八
施
設
も
集
中
し
、
処
分
先
の
な
い
放
射
性
廃

棄
物
が
村
内
に
大
量
に
存
在
し
ま
す
。

　

第
五
に
、
東
海
第
二
原
発
の
隣
に
建
つ
東
海
発
電

所
は
、
一
九
六
五
年
に
日
本
初
の
商
業
用
原
子
炉
と

し
て
二
十
七
年
間
稼
働
、
一
九
九
八
年
以
降
は
、
先

の
見
え
な
い
解
体
、
廃
炉
作
業
が
続
き
、
現
在
あ
る

原
発
は
東
海
第
二
の
一
基
で
す
（
図
１
参
照
）。

東
海
第
二
原
発
五
つ
の
特
徴

　

東
海
第
二
原
発
の
特
徴
を
五
つ
上
げ
ま
す
。

　

①
日
本
一
の
人
口
密
集
地
に
あ
る
、
②
首
都
東
京

に
一
番
近
い
、
③
老
朽
原
発
、
④
運
営
者
は
国
策
で

つ
く
ら
れ
た
日
本
原
電
、
⑤
原
発
発
祥
の
地
・
茨
城

県
に
現
在
あ
る
唯
一
つ
の
原
発
、
で
す
。

　

第
一
に
、
原
発
か
ら
三
十
㌔
㍍
圏
内
の
人
口
は
九

十
八
万
人
で
全
国
一
多
く
、
同
圏
内
十
四
自
治
体
に

は
、
県
庁
所
在
地
・
水
戸
市
（
二
十
七
万
人
）
も
入

り
ま
す
。
他
の
原
発
で
県
庁
所
在
地
が
含
ま
れ
る
の

は
、
中
国
電
力
島
根
原
発
の
島
根
県
松
江
市
だ
け
で

す
。

　

第
二
に
、
東
海
第
二
原
発
か
ら
国
会
議
事
堂
・
霞

ヶ
関
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
百
十
七
㌔
㍍
、
東
京
都

財
政
・
雇
用
の
三
分
の
一
を
原
子
力
に
依
存

す
る
東
海
村

　

人
口
三
万
八
千
人
の
東
海
村
は
、
年
間
予
算

の
約
三
分
の
一
が
原
子
力
関
係
の
歳
入
で
あ

り
、
村
世
帯
の
約
三
分
の
一
が
原
子
力
産
業
の

従
事
者
で
す
。
財
政
や
雇
用
を
原
子
力
関
連
に

依
存
す
る
東
海
村
で
す
が
、
村
民
や
周
辺
自
治

体
の
住
民
意
識
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
き

っ
か
け
に
大
き
な
変
化
を
み
せ
て
い
ま
す
。

「３・11　いのちを想う誓いのキャン
ドルナイト」（14 年 3 月 11 日、水戸
駅南口広場）
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さ
ら
に
、
県
内
四
十
四
市
町
村
の
議
会
で
は
、

「
廃
炉
・
再
稼
働
反
対
」
の
意
見
書
や
請
願
の
決

議
、
採
択
が
過
半
数
を
超
え
、
二
十
四
自
治
体
議
会

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
放
射
能
の
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た
県
南
地
域
で
の
議
決
は
、
一

気
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

ト
リ
プ
ル
選
挙
で
「
原
発
廃
炉
」
を
発
信

　

こ
う
し
た
県
民
世
論
は
、
選
挙
結
果
に
も
表
れ
て

い
ま
す
。

　

前
述
の
県
知
事
選
挙
は
、
東
海
村
長
選
挙
、
筑
西

市
区
県
議
補
欠
選
挙
と
同
日
投
票
の
ト
リ
プ
ル
選
挙

と
な
り
、
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
知
事
選
挙
で
は
、
結

果
は
、
再
稼
働
に
ノ
ー
と
言
わ
ず
国
言
い
な
り
の
橋

本
昌
現
職
知
事
の
六
選
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
る
い

民
主
県
政
を
つ
く
る
会
の
田
中
重
博
候
補
が
一
騎
打

ち
で
過
去
最
高
と
な
る
三
四
％
の
得
票
率
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

東
海
村
長
選
挙
で
は
、
脱
原
発
を
掲
げ
た
村
上
達

也
村
長
が
出
馬
せ
ず
、
県
職
員
で
村
に
出
向
し
副
村

長
だ
っ
た
山
田
修
氏
が
立
候
補
、
山
田
候
補
が
再
稼

働
に
つ
い
て
「
中
立
の
立
場
」
と
態
度
表
明
を
避
け

た
の
に
た
い
し
、
福
田
明
候
補
（
元
日
本
共
産
党
北

茨
城
市
議
）
は
明
確
に
「
廃
炉
」
を
訴
え
て
得
票
率

二
二
％
を
獲
得
し
、
善
戦
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
筑
西
市
の
県
議
補
選
で
は
、
自
民
党
候

補
と
の
自
共
対
決
に
競
り
勝
ち
、
鈴
木
聡
県
議
の
誕

生
で
県
議
会
二
議
席
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今

年
一
～
二
月
に

県
庁
所
在
地
の

水
戸
市
民
を
対

象
に
し
た
同
ア

ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
運
転
停

止
し
た
ま
ま
廃

炉
に
」
が
初
め

て
ト
ッ
プ
と
な

り
、
同
研
究
所

は
「
原
発
事
故

か
ら
三
年
近
く

経
過
し
、
市
民

の
脱
原
発
意
識

は
強
ま
っ
た
と

言
え
る
」
と
分

析
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
九
月
に

お
こ
な
わ
れ
た

茨
城
県
知
事
選

挙
投
票
日
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
口
調
査

で
も
、
県
全
体

で
、
廃
炉
七
〇

た
こ
と
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
の

べ
て
い
ま
す
。

％
に
た
い
し
運
転
再
開
三
〇
％
、
と
の
結
果
が
グ
ラ

フ
と
な
っ
て
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

六ヶ所村の
1.6倍の廃液

247本
高レベル廃棄物（固体）

原子力機構 核燃料サイクル工学研究所
145,651本

原子燃料工業（株） 東海事務所
6,406本

915体

乾式キャスク15基

764体1,250体

使用済
核燃料

燃料プール

原子力機構 原子力科学研究所
262,800本

積水メディカル（株） 薬物動態研究所
14本

日本原子力発電（株）
東海第二原発
74,993本

東京大学大学院原子力専攻
35本

（財）核物質管理センター
447本

三菱原子力燃料（株）
10,471本

ニュークリア・デベロップメント（株）
1,959本

住友金属鉱山（株）
エネルギー・環境事業技術センター
無し（JOCに委託）

（株）JCO東海事業所
8,763本

東海駅

太

　平

　洋

ひたちなか市

那珂市

日立市久慈川

常磐
線

図１　茨城県東海村内の核廃棄物の実態（“核のゴミ”MAP＠東海村）

リリウムの会　2013.6.27作成　http://blogs.yahoo.co..jp/liliumnokai
※この地図は、2013年1月、東海村に情報公開請求した資料を元に作成。『平成24年12月現在の東海村内の各事業所による固体、液体放射性廃棄物量』
※東海第二原発の核燃料保管状況については、2013年3月11日東海村議会答弁より作成

1㎞

…10,000本

…1,000本

…100本

…10本

393㎥

低レベル廃棄物（固体）

※1本は200㍑ドラム缶

ガラス固化体されないまま。
高レベル廃液貯槽 10基 393㎥。
1㎤あたり100億Bqオーダー。合計で393京Bq。
セシウムは広島原爆の1万5800発分。
※三陸の海を放射能から守る岩手の会発行「止めよう
再処理《天恵の海》」第107号2012年1月16日より

定期検査で
炉心から取り
出した核燃料
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い
ず
れ
の
選
挙
で
も
、
日
本
共
産
党
は
堂
々
と

「
原
発
ゼ
ロ
」、「
暮
ら
し
と
命
が
最
優
先
」
を
主
張

し
、
今
後
の
た
た
か
い
に
生
き
る
教
訓
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
に
向
か
う
日
本
原
電

　

日
本
原
電
の
浜
田
康
男
社
長
は
、
一
三
年
七
月
、

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
の
六
月
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
低

減
す
る
格
納
容
器
の
フ
ィ
ル
タ
ー
付
ベ
ン
ト
設
備
の

設
置
や
津
波
災
害
対
策
と
し
て
の
防
潮
堤
の
建
設
な

ど
を
は
じ
め
ま
し
た
。
工
期
は
二
～
三
年
と
さ
れ
、

工
事
費
用
は
防
潮
堤
だ
け
で
二
百
～
三
百
億
円
か
か

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

協
定
違
反
の
工
事
着
工
、
六
十
年
運
転
め
ざ
す

　

そ
も
そ
も
工
事
着
工
は
、
原
子
力
安
全
協
定
違
反

で
す
。
日
本
原
電
と
茨
城
県
、
東
海
村
と
の
安
全
協

定
第
五
条
に
は
、
原
子
力
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
な

関
連
を
有
す
る
施
設
を
新
設
し
、
増
設
し
、
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
前
に
県
及
び
村
の
了
解
を

得
る
も
の
と
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー

付
ベ
ン
ト
も
防
潮
堤
も
、
重
要
な
関
連
施
設
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
説
明
な
し
の
工
事
着
工

は
、
あ
き
ら
か
な
協
定
違
反
で
す
。
東
海
村
長
や
水

戸
市
長
は
、「
甚
だ
遺
憾
だ
」
と
し
て
日
本
原
電
に

抗
議
し
ま
し
た
が
、
工
事
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
も
、
直
ち
に
工
事
中
止
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
交
渉
の
場
で
日
本
原
電
担
当
者
は
、
四
十

年
期
限
を
さ
ら
に
二
十
年
延
長
さ
せ
て
運
転
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
し
め
し
た
の
で
す
。

周
辺
市
町
村
と
「
覚
書
」
締
結

　

日
本
原
電
は
、
再
稼
働
の
た
め
に
、
原
子
力
規
制

委
員
会
に
新
基
準
に
も
と
づ
く
適
合
審
査
の
申
請

を
、
三
月
中
に
も
お
こ
な
お
う
と
動
き
を
活
発
化
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
周
辺
市
町
村
（
三
十
㌔
㍍
圏
ま
で
の
十

四
自
治
体
の
う
ち
十
一
市
町
村
）
が
求
め
る
安
全
協

定
見
直
し
（
原
発
再
稼
働
事
前
同
意
権
）
へ
の
回
答

を
先
延
ば
し
し
な
が
ら
、
当
面
の
措
置
と
し
て
覚
書

を
提
案
、
三
月
五
日
に
は
、
市
町
村
の
意
見
も
取
り

入
れ
た
「
東
海
第
二
発
電
所
周
辺
地
域
の
安
全
確
保

に
関
す
る
覚
書
」
を
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会

（
座
長
＝
東
海
村
長
）
と
県
央
地
域
首
長
懇
話
会

（
座
長
＝
水
戸
市
長
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
と
締
結
し
ま

水戸市

北茨城市

高萩市大子町

日立市

常陸太田市
常陸大宮市

城里町 那珂市
東海村

笠間市
ひたちなか市

茨城町 大洗町

小美玉市

つくば市 土浦市

古河市

自治体名

自治体名

石岡市

筑西市
結城市

龍ヶ崎市

下妻市

常総市

取手市

坂東市

牛久市

鉾田市

鹿嶋市

神栖市

潮来市

行方市

美浦村阿見町

河内町

稲敷市

かすみがうら市

つくばみらい市

桜川市

八千代町

境町

守谷市

利根町

五霞町

図２  東海第二原発の廃炉を求める／再稼働に反対する決議採択状況
（茨城県内市町村）

2013.5.15作成　8.25シンポジウム実行委員会　ホームページ http://825tokai.jimdo.com
地図作成協力：Twitter とらたぬこ @tratnou　地図作成：エビ @nyy3sisters
コピー・二次配布OK　HPにて最新版ダウンロード可

決議
趣旨採択
継続審議

その他の決議
五霞町……「原発に頼らない自然エネルギーへの転換をすすめる意見書」可決
結城市……「原発から再生可能エネルギーの推進へエネルギー政策の転換を求める意見書」可決
結城市……「総括原価方式の廃止を求める決議」可決
取手市……「大飯原発の再稼働撤回決議」可決
つくば市  …「大飯原発再稼働の中止を求める意見書」可決

日立市……再稼働にあたっては万全の防災対策や周辺自治体と住民の納得を前提にすることを求める意見書提出
神栖市……将来的な廃炉を求める意見書可決

脱原発をめざす首長会議の会員
首長が再稼働反対を表明

東
海
第
二
原
発

30km圏
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［原発ゼロ実現へ］再稼働・防災計画をめぐって⑥

104

の
安
全
対
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
、
⑥
自
治
体
は
安

全
性
確
認
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
発
電
所
の
現
地
確

認
が
で
き
る
、
等
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
覚
書
」
締
結
は
、
再
稼
働
に
む
け
た
適
合

審
査
申
請
の
条
件
づ
く
り
と
い
う
批
判
が
あ
り
、
周

辺
市
町
村
が
求
め
る
再
稼
働
の
事
前
同
意
権
を
ふ
く

む
安
全
協
定
見
直
し
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

矢
継
ぎ
早
に
非
公
開
で
説
明
会
実
施

　

こ
う
し
た
な
か
で
、「
覚
書
」
を
締
結
し
た
途

端
、
日
本
原
電
は
茨
城
県
や
市
町
村
に
適
合
審
査
申

請
の
説
明
を
は
じ
め
ま
し
た
。
三
月
七
日
に
県
に
説

明
し
、
十
七
日
に
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会

に
、
二
十
六
日
に
は
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
に
、
合

同
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
潮
堤
建
設
や
フ
ィ

ル
タ
ー
付
ベ
ン
ト
の
整
備
、
ケ
ー
ブ
ル
の
難
燃
化
な

ど
新
規
制
基
準
に
も
と
づ
く
対
策
が
説
明
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
日
本
原
電
の
意
向
で
非
公
開
と
さ
れ
、

マ
ス
コ
ミ
も
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
、
事
業
所
の
隠
ぺ
い
体
質
と
住
民
軽
視
の
姿

勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

適
合
審
査
は
再
稼
働
へ
の
明
確
な
一
歩

　

日
本
共
産
党
は
、「
適
合
審
査
申
請
は
、
再
稼
働

へ
の
明
確
な
一
歩
で
あ
る
」
と
の
立
場
で
、
日
本
原

電
に
申
請
を
お
こ
な
わ
な
い
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。
三
月
の
水
戸
市
議
会
本
会
議
質
問
で
は
、
水
戸

市
長
に
た
い
し
、
適
合
審
査
申
請
に
反
対
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
、「
覚
書
に
お
い

て
再
稼
働
に
直
結
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
安
全
（
適
合
）
審
査
の
申
請
内
容
に
つ
い

て
、
自
治
体
か
ら
の
意
見
に
真し

ん

摯し

に
対
応
す
る
こ
と

も
覚
書
に
盛
り
込
ん
で
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
知
事
に
い
た
っ
て
は
、
説
明
も
ま
だ
受
け

て
い
な
い
時
点
か
ら
、「
申
請
に
異
を
唱
え
る
も
の

で
は
な
い
」
と
の
姿
勢
を
し
め
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
も
日
本
原
電
は
適
合
審
査
申
請
に

む
け
て
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
た
た
か

い
が
ひ
ろ
が
る
も
と
で
、
四
月
八
日
時
点
で
は
、
申

請
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

避
難
計
画
策
定
め
ど
立
た
ず

　

日
本
原
電
が
再
稼
働
に
む
け
て
着
々
と
動
き
を
す

す
め
る
一
方
で
、
自
治
体
の
広
域
避
難
計
画
の
策
定

は
ま
っ
た
く
め
ど
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民
の
安

全
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
は
避
難
計
画
勉
強
会
を
十
回
開
催

　

茨
城
県
は
昨
年
九
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で
に
、
市

町
村
や
関
係
機
関
を
集
め
た
広
域
避
難
計
画
の
勉
強

会
を
計
十
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー

表　首長懇談会の構成

原子力所在地域 
首長懇談会 
（６自治体）

水戸市、ひたちなか市、日立市、那
珂市、常陸太田市、東海村

県央地域 
首長懇話会 
（９自治体）

水戸市、笠間市、ひたちなか市、那
珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、
城里町、東海村

日本原電（右側）に安全協定違反の工事（防潮堤、フィルター付
きベント設備）中止を要請する日本共産党茨城県委員会・議員団
（左側）（13 年 6 月 25 日）

し
た
（
表
参
照
）。

　

覚
書
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。
①
発
電
所
の

今
後
に
か
か
わ
る
判
断

（
再
稼
働
の
判
断
）
を
求

め
る
前
ま
で
に
安
全
協
定

を
見
直
す
、
②
適
合
審
査

は
再
稼
働
に
直
結
す
る
も

の
で
は
な
い
、
③
適
合
審

査
申
請
時
に
は
事
前
に
説

明
し
理
解
を
得
る
、
④
審

査
内
容
や
結
果
を
十
分
説

明
し
市
町
村
の
意
見
を
聞

く
、
⑤
使
用
済
み
核
燃
料
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シ
ョ
ン
や
避
難
推
計
時
間
を
し
め
し
、
そ
の
前
提
と

し
て
、
①
原
発
の
単
独
事
故
（
地
震
、
津
波
な
ど
複

合
災
害
は
想
定
せ
ず
）、
②
避
難
指
示
か
ら
避
難
開

始
ま
で
一
時
間
以
内
、
③
原
発
に
近
い
自
治
体
か
ら

の
段
階
的
避
難
、
④
全
員
自
家
用
車
で
の
避
難
と

し
、
一
台
あ
た
り
二
・
五
人
乗
車
と
す
る
等
を
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
設
定
自
体
に
実
効
性
が
な
い
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
す
。

　

避
難
し
よ
う
に
も
行
き
先
が
な
い

　

法
政
大
学
非
常
勤
講
師
で
環
境
経
済
研
究
所
代
表

の
上
岡
直
見
氏
は
、
著
書
『
原
発
避
難
計
画
の
検

証
』
の
な
か
で
、「
東
海
第
二
の
最
も
大
き
な
問
題

は
、
三
十
㌔
圏
内
の
人
口
が
約
一
〇
〇
万
人
と
き
わ

め
て
多
い
こ
と
」
と
指
摘
し
、
①
三
十
㌔
圏
避
難
時

間
は
少
な
く
と
も
約
五
十
二
時
間
、
②
道
路
網
は
比

較
的
あ
る
が
対
象
人
口
が
多
く
避
難
は
非
現
実
的
、

③
県
庁
所
在
地
の
水
戸
市
ま
で
圏
内
、
避
難
し
よ
う

に
も
行
き
先
が
な
い
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
私
も
考
え
ま
す
。

被
ば
く
ゼ
ロ
・
死
亡
者
ゼ
ロ
・
現
状
回
帰
が
原
則

　

私
た
ち
は
、
県
や
市
町
村
に
た
い
し
、
広
域
避
難

計
画
の
原
則
は
「
被
ば
く
ゼ
ロ
、
死
亡
者
ゼ
ロ
、
現

状
回
帰
」
だ
と
求
め
て
い
ま
す
。
被
ば
く
す
る
こ
と

な
く
安
全
に
避
難
先
に
移
動
し
、
安
全
な
避
難
生
活

が
保
障
さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
元
の
場
所
に
戻
っ

て
元
通
り
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
市
議
会
で

の
日
本
共
産
党
の
毎
回
の
質
問
に
、
水
戸
市
長
も

「
実
効
性
あ
る
広
域
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と

が
再
稼
働
の
大
前
提
で
あ
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
立
場
か
ら
き
び
し
く
判
断
し
て
い
く
」
と
、

答
弁
の
中
身
が
徐
々
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

要
援
護
者
を
施
設
ま
か
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い

　

し
か
し
、
避
難
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
問
題
に
矮わ

い

小し
ょ
う

化
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
災
害
時
要

援
護
者
の
対
策
は
重
要
で
す
。
水
戸
市
な
ど
自
治
体

が
規
定
す
る
要
援
護
者
は
、「
高
齢
者
、
要
介
護

者
、
障
害
者
、
難
病
患
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
、
外
国

人
」
と
し
、
基
本
的
に
在
宅
者
し
か
対
象
に
し
て
い

ま
せ
ん
。
で
は
、
病
院
入
院
患
者
や
福
祉
施
設
入
所

者
の
避
難
は
だ
れ
が
責
任
を
も
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

県
や
市
の
防
災
計
画
で
は
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
管

理
者
が
、
避
難
所
、
避
難
経
路
、
誘
導
方
法
、
必
要

な
資
機
材
の
確
保
な
ど
避
難
計
画
を
作
成
す
る
も

の
、
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
施
設
ま
か
せ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
市
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
水
戸
市
長
は
、

市
内
に
病
院
等
が
五
十
一
施
設
三
千
八
百
八
十
一

人
、
社
会
福
祉
施
設
が
二
百
十
三
施
設
一
万
八
百
九

十
七
人
、
幼
稚
園
を
ふ
く
む
学
校
等
が
百
十
三
施
設

四
万
二
千
六
百
八
十
六
人
い
る
と
し
め
し
、「
県
の

避
難
計
画
勉
強
会
で
議
論
を
深
め
て
い
く
」
と
、
議

会
で
答
え
ま
し
た
。

避
難
計
画
は
三
十
㌔
㍍
圏
内
に
か
ぎ
ら
な
い

　

国
は
、
三
十
㌔
㍍
圏
内
自
治
体
は
避
難
計
画
を
、

圏
外
自
治
体
に
は
受
け
入
れ
計
画
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
三
十
㌔
㍍
で
放
射
能
汚
染
の
被
害
が
線
引
き
さ

れ
な
い
こ
と
は
、
福
島
県
飯
舘
村
の
現
実
が
し
め
し

て
い
ま
す
。
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
、
住
民
の
安

全
第
一
に
考
え
た
原
子
力
災
害
対
策
の
策
定
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

東
海
第
二
原
発
か
ら
五
十
㌔
㍍
以
上
離
れ
て
い
る

神
栖
市
で
は
、
市
地
域
防
災
計
画
に
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
を
新
設
し
、
事
故
時
の
避
難
や
受
け
入
れ

協
定
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
市

は
、「
気
象
条
件
に
よ
り
広
範
囲
に
放
射
性
物
質
汚

染
が
広
が
っ
た
場
合
に
備
え
る
」
と
、
独
自
に
作
成

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

再
稼
働
せ
ず
と
も
核
燃
料
の
危
険
大

　

東
海
第
二
原
発
は
、
再
稼
働
し
な
く
て
も
核
燃
料

貯
蔵
プ
ー
ル
に
二
千
体
を
超
す
核
燃
料
棒
が
保
管
さ

東海村の住宅地から見る東海第二
原発（左上）（東海村役場から撮影）
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れ
て
お
り
、
過
酷
事
故
の
危
険
性
と
常
に
隣
り
合
わ

せ
で
す
。
水
素
爆
発
し
た
福
島
第
一
原
発
４
号
機

と
、
同
じ
状
況
な
の
で
す
。
核
燃
料
を
プ
ー
ル
で
の

保
管
か
ら
少
し
で
も
安
全
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
乾
式
貯
蔵
容
器
（
キ
ャ
ス
ク
）
に
移
す
な
ど
の
対

策
強
化
を
求
め
る
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
原
子
力
災

害
を
想
定
し
た
自
治
体
の
防
護
対
策
と
避
難
計
画
は

必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

発
電
ゼ
ロ
で
も
五
電
力
が
支
援
金

　

日
本
原
電
は
、
敦
賀
原
発
と
東
海
第
二
原
発
で
発

電
ゼ
ロ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
電
契
約
を
し
て
い
る

電
力
五
社
（
東
京
、
関
西
、
中
部
、
東
北
、
北
陸
電

力
）
か
ら
支
払
わ
れ
る
基
本
料
金
が
経
営
を
支
え
て

い
ま
す
。
支
払
わ
れ
た
基
本
料
金
は
、
一
二
年
度
が

千
五
百
十
億
円
、
一
三
年
度
は
千
二
百
億
円
で
す
。

一
四
年
度
は
約
一
千
億
円
に
縮
小
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
基
本
料
金
は
、
総
括
原
価
方
式
の
も
と

で
、
電
気
料
金
の
一
部
と
し
て
国
民
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

廃
炉
技
術
研
究
に
役
割
転
換
を

　

日
本
原
電
が
所
有
す
る
原
発
は
三
基
で
す
。
福
井

県
敦
賀
原
発
１
号
機
は
一
九
七
〇
年
三
月
の
運
転
開

始
か
ら
四
十
年
を
超
え
、
２
号
機
（
一
九
八
七
年
二

月
運
転
開
始
）
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
直
下
に

活
断
層
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
再
稼
働
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
日
本
原
電
に
と

っ
て
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
が
、
会
社
存
続
を
左

右
す
る
唯
一
の
と
り
で
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

国
が
国
策
推
進
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
日
本
原
電

の
今
後
の
経
営
は
、
政
府
の
責
任
で
打
ち
出
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
原
発
運
転
を
終
了
し
て
、
廃
炉
技

術
の
研
究
、
開
発
、
普
及
に
こ
そ
役
割
を
転
換
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

再
稼
働
許
さ
な
い
県
民
の
運
動

　
「
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す
県
民
セ
ン
タ

ー
」
は
、
一
三
年
四
月
十
七
日
に
茨
城
県
知
事
宛
の

第
六
次
分
の
廃
炉
署
名
二
万
五
千
百
六
十
四
筆
を
提

出
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
代
表
六
人
が
橋
本
知
事

と
面
談
し
、
健
康
調
査
体
制
の
整
備
や
農
業
の
窮
状

を
訴
え
、
廃
炉
の
決
断
を
要
求
し
ま
し
た
。
署
名

は
、
累
計
二
十
九
万
六
千
七
百
三
十
七
筆
と
な
り
、

県
人
口
一
割
の
三
十
万
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
知
事

も
、「
重
く
受
け
止
め
て
い
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
署
名
は
引
き
続
き
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
欠
か
さ
ず
金
曜
日
抗
議
ア
ク
シ
ョ
ン

　

ま
た
、
一
二
年
に
４
・
１
大
集
会
を
三
千
四
百
人

の
参
加
で
成
功
さ
せ
た
「
さ
よ
な
ら
原
発
い
ば
ら
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、「
原
電
い
ば
ら
き
抗
議
ア
ク

シ
ョ
ン
」
と
連
帯
し
て
、
毎
週
の
金
曜
日
行
動
や
自

治
体
へ
の
要
請
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
金
曜
日
抗

議
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
二
年
七
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

毎
週
欠
か
さ
ず
お
こ
な
わ
れ
、
今
年
三
月
末
で
第
八

十
回
を
迎
え
ま
す
。

　

私
も
、
当
初
か
ら
可
能
な
か
ぎ
り
参
加
し
、
昨
年

八
月
九
日
の
記
念
す
べ
き
第
五
十
回
行
動
で
、
ア
ク

シ
ョ
ン
有
志
メ
ン
バ
ー
か
ら
表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
賞
状
に
は
、「
議
員
と
し
て
、
母
親
と
し

て
、
心
揺
さ
ぶ
る
数
々
の
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
、
抗
議

ア
ク
シ
ョ
ン
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

代
弁
者
と
し
て
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ

て
い
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

原
告
二
百
六
十
六
人
の
運
転
差
し
止
め
訴
訟

　

東
海
第
二
原
発
運
転
差
止
訴
訟
が
、
一
二
年
七
月

三
十
一
日
に
水
戸
地
裁
に
提
訴
さ
れ
ま
し
た
。
原
告

毎週金曜日の「原電いばらき抗議
アクション」でスピーチする江尻
加那党水戸市議（13 年夏、水戸市、
日本原電茨城総合事務所前）

100-107_GJ140502_江尻.02e_WCS4.indd   106 2014/04/09   12:57:08



廃炉しかない東海第二、原発発祥の地・茨城から原発ゼロを（茨城県）

107 議会と自治体 第１93号（２０14.5）

二
百
六
十
六
人
、
原
告
訴
訟
代
理
人
六
十
九
人
の
陣

容
で
は
じ
ま
っ
た
大
型
裁
判
で
す
。
同
訴
訟
で
は
、

被
告
の
国
に
た
い
し
、
①
設
置
許
可
無
効
確
認
、
②

原
発
使
用
停
止
を
命
ぜ
よ
、
と
の
義
務
づ
け
を
求
め

る
訴
訟
で
あ
り
、
ま
た
、
被
告
の
日
本
原
電
に
た
い

し
、
③
東
海
第
二
原
発
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
と

の
、
三
つ
の
請
求
を
立
て
た
裁
判
で
す
。
賛
同
者
は

五
百
人
を
超
え
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
二
月
十
三
日
に
第
五
回
口
頭
弁
論
が
開
か

れ
、
次
回
は
五
月
十
五
日
の
予
定
で
す
。
原
告
団

は
、
裁
判
で
の
勝
利
の
た
め
に
、
妥
協
な
く
た
た
か

う
決
意
で
団
結
し
て
い
ま
す
。

茨
城
か
ら
原
発
ゼ
ロ
を
ひ
ろ
げ
よ
う

　

日
本
共
産
党
茨
城
県
委
員
会
は
、
県
内
四
十
四
市

町
村
に
、
二
人
の
県
議
を
含
め
て
五
十
八
人
の
地
方

議
員
が
原
発
ゼ
ロ
運
動
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

安
全
対
策
委
員
へ
の
多
額
寄
付
献
金
を
追
及

　

今
年
三
月
十
八
日
の
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で

大
内
久
美
子
県
議
は
、
茨
城
県
原
子
力
安
全
対
策
委

員
会
の
岡
本
孝
司
委
員
長
が
、
日
本
原
電
と
共
同
研

究
し
、
原
発
メ
ー
カ
ー
の
三
菱
重
工
か
ら
多
額
の
寄

付
を
受
け
て
い
る
問
題
を
追
及
し
ま
し
た
。
岡
本
氏

は
、
三
菱
重
工
業
や
日
本
原
電
か
ら
千
三
百
四
十
三

万
円
を
超
え
る
研
究
費
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
三
菱
重
工
業
か
ら
三
千
百
八
十
八

万
円
の
寄
付
を
受
け
て
い
た
関
村
直
人
委
員
は
、
福

島
原
発
事
故
が
お
こ
る
一
カ
月
前
に
、
高
経
年
化
技

術
評
価
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
と
し
て
、

「
六
十
年
を
仮
定
し
て
機
器
・
構
造
物
の
健
全
性
評

価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
」
と
報
告

し
、
安
全
の
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
田
中

知
委
員
は
、
日
立
Ｇ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー

か
ら
五
十
一
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
三

人
は
い
ず
れ
も
東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

で
、
原
子
炉
や
核
燃
料
工
学
の
専
門
家
で
す
。

　

大
内
県
議
は
、「
原
発
事
業
者
と
一
体
で
共
同
研

究
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
、
ど
う
し
て
老
朽
原
発
の

安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
か
」
と
知
事
の
姿
勢

を
追
及
し
ま
し
た
が
、
橋
本
知
事
は
、「
大
学
の
ル

ー
ル
に
も
と
づ
い
て
寄
付
を
受
け
て
い
る
」、「
委
員

は
そ
の
分
野
の
第
一
人
者
。
し
っ
か
り
審
議
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
う
」
な
ど
と
、
無
責
任
な
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
。

東
電
出
身
県
議
が
日
本
原
電
後
押
し
質
問

　

昨
年
十
月
の
県
議
会
代
表
質
問
で
は
、
民
主
党
県

議
（
水
戸
市
選
出
）
が
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

に
向
け
た
支
援
を
県
に
求
め
ま
し
た
。
こ
の
議
員

は
、
東
京
電
力
の
出
身
で
す
。
質
問
で
、「
津
波
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
た
の
は
原
電
が
対
策
を
と

っ
て
き
た
か
ら
だ
」
と
日
本
原
電
を
全
面
的
に
擁
護

し
、「
原
発
が
県
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
事
実
を
ふ

ま
え
、
東
海
第
二
原
発
の
安
全
（
適
合
）
審
査
へ
の

支
援
を
お
こ
な
う
べ
き
だ
」
と
知
事
に
迫
り
ま
し

た
。
自
民
党
議
員
席
か
ら
は
、「
自
民
党
で
さ
え
言

え
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
漏
れ
ま

し
た
。

県
民
の
声
を
届
け
る
議
員
と
し
て

　

老
朽
原
発
を
か
か
え
る
一
会
社
の
経
営
の
た
め

に
、
県
民
の
命
や
暮
ら
し
、
自
治
体
の
存
立
を
危
険

に
さ
ら
す
原
発
再
稼
働
の
荒
波
に
負
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
原
発
が
居
座
っ
て
、
人
間
が
故
郷
を
追
い
出
さ

れ
る
選
択
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
三
月
二
日
に
は
、
東
海
第
二
原
発
か
ら
約
二

十
㌔
㍍
に
位
置
す
る
城
里
町
で
町
議
選
挙
が
お
こ
な

わ
れ
、
日
本
共
産
党
の
新
人
・
藤
咲
芙
美
子
候
補
が

当
選
し
、
八
年
間
の
議
席
空
白
を
克
服
し
ま
し
た
。

看
護
師
を
四
十
年
務
め
、
選
挙
に
初
挑
戦
し
た
藤
咲

さ
ん
は
福
島
県
富
岡
町
出
身
で
す
。「
城
里
町
を
富

岡
町
の
よ
う
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
訴
え
に
、

期
待
と
支
持
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

党
県
委
員
会
は
、
今
年
十
二
月
の
茨
城
県
議
選
挙

で
現
有
二
議
席
か
ら
四
議
席
以
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

私
も
水
戸
市
選
挙
区
で
、
大
内
久
美
子
県
議
か
ら
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
実
現
に
向
け
て
、
奮
闘
す
る
決
意
で

す
。

�

（
え
じ
り
・
か
な
）
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